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１ 宇都宮市の概要

▮ 立地特性

・首都圏から抜群のアクセス

東京駅 ４８分

仙台駅 ６５分

・世界遺産の日光や高原リゾートの那須など，

人気観光地の表玄関

▮ 人口 ５１０,８８0人

 世帯数 242,５２４世帯
 （令和7年１２月1日現在）

▮ 面積  ４１６.85ｋ㎡

※ 合併を繰り返して面積拡大

可住地面積 336.50ｋ㎡
（80.72%）

  ※ 関東平野で可住地割合が高い

宇都宮市は，古くは二荒山神社の門前町として発展し，それを囲む古くから発展してき

た周辺の各地域（合併前の旧町村）から成り立っている。現在は，栃木県の政治・経
済・文化の中心地であると同時に，首都圏北の拠点都市となっている。
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宇都宮餃子祭り 来場者数２０万人（Ｒ６）
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宇都宮市は，人口減少や少子超高齢社会にあっても，子どもから高齢者まで誰もが安心し

て便利に暮らせるよう，コンパクトなまちが公共交通で繋がった持続的に発展できるネッ
トワーク型コンパクトシティの実現を目指している。

将来都市構造

拠点化（コンパクト化）
の促進

出典：宇都宮市都市計画マスタープラン

公共交通ネットワーク
の構築

中心部（都市拠点）に多様で
魅力的な都市機能を，鉄道駅周
辺や旧町村の中心部（地域拠

点）に市民の日常生活を支
える機能を誘導・充実

他都市間を結ぶ鉄道や，市内
の各拠点等を結ぶＬＲＴ，バス，

地域内交通などが連携した階層
性のある効率的な公共交通
ネットワークを構築
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２ 宇都宮市が目指すまちづくり



鉄道やライトライン，バス，地域内交通が相互に連携し，市内の各拠点間を結ぶ

「階層性のある効率的な公共交通ネットワーク」を構築
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２ 宇都宮市が目指すまちづくり
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▮ 事業概要

営業キロ
約１４．６ｋｍ〔複線〕
宇都宮駅東口（宇都宮市）～本田技研北門（芳賀町）

停留場数 １９箇所（宇都宮市域:１５か所，芳賀町域:４か所）

車両基地 １か所（管理棟，検修庫，留置線群，変電所）

低床式車両 １７編成（３車体連接）

事業方式 公設型上下分離方式

▮ 運行計画

運転時間帯 ６時台～２３時台

所要時間 約４４分

運転最高速度 ４０ｋｍ/ｈ 

運行間隔
ピーク時 ： ６分間隔（１０本/時）
オフピーク時 ：１０分間隔（ ６本/時）

運賃 初乗り１５０円～４００円（対距離制）

運賃収受方法 ワンマン運転（ＩＣカード主体）

３ 駅東側のライトラインを活用したまちづくり

⑴ 駅東側のライトライン事業
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▮ 発車式やパレード等に来場者数２万人以上

・ 開業式や発車式のほか，駅東大通りで初めて交通規制し，パレードを実施

・ ７５年ぶりの次世代型路面電車新設の開業日にふさわしい歴史的一日となった。

▮ 全国のメディアに数多く登場

 ・ テレビ，新聞，WEBなど，全国報道含め，数多くのメディアに掲載
・ 開業前後の報道，インフルエンサーのＳＮＳ投稿等も多く，本地域の大きなＰＲに寄与
⇒ 広告換算 約２０億円（掲出媒体数 ６３３媒体）※ＰＲ効果｜R5.8.26～R5.9.1｜7日間

３ 駅東側のライトラインを活用したまちづくり

⑵ 開業後の利用状況及び整備効果
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▮ 利用状況

• 月別利用者数は前年同月比で約１～２割増。予測を上回る割合で定着が進捗

• 特に，学生や社会人が新生活を迎える４月には，平日を中心に大幅に増加

• 令和７年１２月に累計利用者数が１，２００万人に到達

資料：宇都宮ライトレール㈱の公表資料を基に作成

３ 駅東側のライトラインを活用したまちづくり

⑵ 開業後の利用状況及び整備効果
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▮ 整備効果
当初見込んでいた貨幣換算可能な効果も含め，多岐にわた

る様々な効果を４４項目（６分野）を設定し，継続的に把握

大項目
項目

分野

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
利
用
者

①外出機会の増加

②歩く機会の増加

③交流機会の増加

④公共交通全体の利便性の向上

⑤送迎負担の軽減

⑥目的地への移動に要する時間の短縮

⑦目的地への移動に要する交通費用の減少

⑧通学環境の満足度の向上

⑨通勤環境の満足度の向上

⑩買い物・通院などの移動環境の満足度の向上

⑪子育て世代や車いす利用者などの移動環境の満足度の向上

社
会
全
体

住
民
生
活
Ａ

①外出機会の増加

②歩く機会の増加

③交流機会の増加

④公共交通全体の利便性の向上

⑤送迎負担の軽減

⑥目的地への移動に要する時間の短縮

⑦目的地への移動に要する交通費用の減少

⑧通学環境の満足度の向上

⑨通勤環境の満足度の向上

⑩買い物・通院などの移動環境の満足度の向上

⑪子育て世代などの移動環境の満足度の向上

大項目
項目

分野

社
会
全
体

地
域
経
済
Ｂ

①産業活動の活発化
②事業所数の維持・増加

③従業者数の維持・増加

④中心市街地の活性化
⑤地域の活性化

⑥観光客数の維持・増加

地
域
社
会
Ｃ

①定住人口の維持・増加
②地価の維持・上昇
③高層建築物の建築数の維持・増加

④住宅の新規着工数の維持・増加

⑤都市機能誘導施設の維持・増加

⑥空き家・空き地の減少
⑦景観の向上
⑧地域のイメージアップ

⑨税収の維持・増加

環
境
Ｄ

①自動車の道路交通量の減少
②温室効果ガス等の排出量の削減
③道路騒音の改善
④道路振動の抑制

安
全
Ｅ

①道路交通事故の減少

②免許返納数の増加

③災害時の安心感の向上

黄色着色の８項目が，

特に効果の発現が顕著

３ 駅東側のライトラインを活用したまちづくり

⑵ 開業後の利用状況及び整備効果
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▮ 整備効果の発現が認められる主な項目（ライフスタイルに関するもの）

◎外出機会の増加◎公共交通全体の利便性の向上

出典：令和６年度ライトライン利用者調査

◎歩く機会の増加

２０７歩増加

開業前と比較した
外出率の変化

約７％増
出典：ライトライン開業後における

生活行動意識調査

開業前と比較した
公共交通全体満足度

開業前と比較した
４０歳以上の平均歩数/日

歩く歩数の増加による

医療費抑制効果

約16億円～１８億円
(宇都宮市及び芳賀町における効果)

◎自動車の転換台数(試算)

平日１日当たりの
自動車の転換台数

約５，０００台

（開業１年目より１，２００台増加）

出典：ライトライン開業後における生活行動意識調査

「満足」・「やや満足」

約２５ポイント増加

「不満」・「やや不満」

約１７ポイント減少

出典：令和６年度ライトライン利用者調査

３ 駅東側のライトラインを活用したまちづくり

⑵ 開業後の利用状況及び整備効果
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◎ライトライン沿線人口

出典：宇都宮市・芳賀町「住民基本台帳人口」

☞市・町ともに約１０％増

◎産業拠点の維持・向上

清原工業団地や芳賀第２工業団地における
開業前後の民間投資額

約１，１００＋α億円

出典：各企業のプレスリリースより抜粋

宇都宮市：約5，６00人増

芳賀町：74人増加

◎ある１日の鬼怒通りにおける交通量

開業前から

約２，０00台減少

出典：第２回 芳賀・宇都宮地域交通対策協議会資料より抜粋

◎ライトライン沿線の人口

社会増減

☞約３％増

出典：宇都宮市・芳賀町
「住民基本台帳人口」

◎ライトライン沿線の地価

Ｈ２４⇒Ｒ７（宇都宮市）

約９％増 約１４％増

出典：国土交通省「地価公示」
（百円未満四捨五入）

※各地点の平均を算出

H28⇒Ｒ６（芳賀町）

 ９年連続増
芳賀町の社会増加率：０.１４％

（商業地） （住宅地）

H24⇒Ｒ７（芳賀町）

地価は増加傾向
Ｒ７時点でＨ２４と
同程度の水準まで回復

Ｈ２４(市)･２５(町)⇒Ｒ６

Ｒ３⇒Ｒ６（宇都宮市）

宇都宮市：1，880人増

３ 駅東側のライトラインを活用したまちづくり

⑵ 開業後の利用状況及び整備効果

▮ 整備効果の発現が認められる主な項目（まちづくりに関するもの）
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整備効果（参考資料）

⚫ 満足度の変化

⚫ 外出率の変化

⚫ 平均歩数の変化

⚫ 医療費抑制効果の試算

⚫ 自転車の転換台数の試算

⚫ 定住人口

⚫ 定住人口（社会増）

⚫ 地価の変化

⚫ 各種受賞履歴

⚫ メディア露出による広告効果等

⚫ 国外からの視察
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▶ライトライン整備効果

＼ 3分で分かる！／



満足度の変化

8.5%

8.2%

17.3%

20.4%

10.7%

28.2%

28.4%

21.2%

36.5%

29.8%

34.5%

12.5%

13.0%

25.4%

5.5%

0% 50% 100%

Ｒ６

Ｒ５

開業前

(n
=

1
,1

3
4

)
(n

=
1
,1

4
0

)
(n

=
1
,1

4
0

)

不満 やや不満 どちらでもない やや満足 満足

公共交通全体の満足度の変化

約17ポイント減

42.8％28.9％

18.0％45.5％

約25ポイント増

• 開業前と比較すると，「やや満足」「満足」が

１８.０％から４２.８％と約２５ポイント増加
• 「やや不満」「不満」は４５.５％から

２８.９％と約１７ポイント減少
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通学時の満足度の変化

７６.１％１３.４％

18.3％54.9％

約５８ポイント増約４２ポイント減

• 開業前と比較して，「やや満足」「満足」が

１８.３％から７６.１％と約５８ポイント増加
• 「やや不満」「不満」は５４.９％から

１３.４％と約４２ポイント減少

効果の対象：ライトライン利用者 ⑧
通学環境の満足度の向上

効果の対象：ライトライン利用者 ④
公共交通全体の利便性の向上

把握手法 アンケート
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外出率の変化

出典：ライトライン開業後における生活行動意識調査

75.7%

81.4% 82.2%

77.4%

82.5% 83.1%

74.8%

80.5% 81.6%

50%

75%

100%

(n
=

1
0

,5
2

0
)

(n
=

7
,5

7
6

)

(n
=

6
,9

8
6

)

(n
=

3
,4

2
3

)

(n
=

3
,2

7
7

)

(n
=

3
,0

2
5

)

(n
=

7
,0

9
7

)

(n
=

4
,2

9
9

)

(n
=

3
,9

6
1
)

開業前 R5 R6 開業前 R5 R6 開業前 R5 R6

全体 沿線内 沿線外

効果の対象：社会全体・住民生活Ａ ①
外出機会の増加

全体及びライトライン沿線内外において，開業後のＲ５に増加し，そのままの外出率を維持
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把握手法 アンケート



平均歩数の変化

5,125 
5,293 5,332 

5,155 

5,504 5,480 

5,103 5,139 5,224 

4,000

5,000

6,000

7,000

(n
=

2
,2

2
5

)

(n
=

2
,7

8
0

)

(n
=

2
,5

3
3

)

(n
=

9
4

1
)

(n
=

1
,1

6
8

)

(n
=

1
,0

6
6

)

(n
=

1
,2

8
4

)

(n
=

1
,6

1
2

)

(n
=

1
,4

6
7

)

開業前 R5 R6 開業前 R5 R6 開業前 R5 R6

全体 沿線内 沿線外

効果の対象：社会全体・住民生活Ａ ②
歩く機会の増加

全年齢 ４０歳以上
（歩数/日） （歩数/日）

＋２07歩
（約４％増）

出典：ライトライン開業後における生活行動意識調査

5,166 
5,303 

5,466 

4,000

5,000

6,000

7,000

(n=2,874) (n=3,450) (n=3,145)

開業前 R5 R6

全体

＋３２５歩
（約６％増）＋３００歩

（約５％増）

• 開業前と比較して，ライトライン沿線内の１日当たりの平均歩数は３００歩（約５％）増加
• 歩数の増加による健康増進が期待できる４０歳以上の平均歩数は全体で２０７歩（約４％）
増加，特に沿線内では３２５歩（約６％）増加
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把握手法 アンケート



医療費抑制効果の試算

• 「歩く」ことの心身に及ぼす影響は多種多様であり，気分転換やストレス発散などのリラックス
効果や，脳や免疫機能の活性化，体脂肪の低下や代謝の向上などのメタボ予防効果など，健康増進
効果があることは多くの研究により示されており，国の策定したガイドライン（※１）において，１
日１歩あたりの医療費抑制効果の原単位（0.065～0.072円／歩／日）が整理されている。（※２）

• ここでは，「ライトライン開業後における生活行動意識調査」により把握した歩数を基に，宇都
宮市及び芳賀町における４０歳以上の住民の医療費抑制効果を試算する。

開業前

５，１２５歩
開業後

５，３３２歩

＜宇都宮市・芳賀町住民（４０歳以上）の平均歩数の変化＞

＜医療費抑制効果の算出＞

平日の１日あたりの平均歩数 ２０７歩 増加

増加歩数／日 × 宇都宮・芳賀人口（４０歳以上） × 年間日数 × １歩あたりの医療費抑制効果の原単位

 ２０７歩  × ３２６，９８３人（R6.9月末時点）× ３６５日 × ０．０６５～０．０７２円

 約１８億円 の医療費抑制効果年間 約１６億円 ～

（宇都宮市317，055人＋芳賀町9，928人）

21



自動車の転換台数の試算

自家用車（運転）

26.4%

自家用車（同乗）

4.9%

路線バス

24.2%
企業バス

18.3%

タクシー

3.2%

自動二輪車・原付

1.2%

自転車

5.9%

徒歩

4.8%
その他

11.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=815)

「ライトライン利用者調査」において，開業前の代表交通手段が自動車（運転＋同乗）からの
転換割合を算出し，ライトライン利用者数を基に，自動車の転換台数を試算

平日１日当たりの自動車の転換台数は 約５，０００台

＜開業前 代表交通手段＞

３１.３％
（運転＋同乗）

＜平日１日あたりの自動車の転換台数の算出＞

平日１日当たり

ライトライン利用者数（Ｒ６．１０）
×

自動車からの
転換割合

＝
平日１日当たり

自動車の転換台数

約１６，０００人 × ３１.３％ ＝ 約５，０００台

令和５年度調査を
もとにした転換台数

約３，８００台
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定住人口

・ 宇都宮市の人口は，Ｈ２９をピークにＲ６までに約８，２００人減少
・ ライトライン沿線は，Ｈ２４からＲ６までに約５，６００人増加し，約６.５万人

522,728 

514,490 

505,000

510,000

515,000

520,000

525,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

（人）

ピーク

Ｈ２９ ⇒ Ｒ６

約８，２００人減
少

宇都宮市の人口

出典：宇都宮市「住民基本台帳人口」各年９月末現在
※ライトライン沿線：ライトライン沿線半径５００ｍに含まれる町丁目で集計

ライトライン沿線の人口

58,896 

64,507 

55,000

60,000

65,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

（人）

Ｈ２４ ⇒ Ｒ６

約５，６００人増
加

効果の対象：社会全体・地域社会Ｃ ①
定住人口の維持・増加

▲約２％ ＋約１０％
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本市社会動態の状況 地域別の転入超過率（－は転出超過率）

定住人口（社会増減）

出典：宇都宮市「住民基本台帳人口」（2021(R3)年6月～2024(R6）年9月累計）
※ライトライン沿線：ライトライン沿線半径５００ｍに含まれる町丁目で集計

カッコ内の数値は転入超過率（※転出超過の場合は負の値となる。）
転入超過率（％）＝転入超過数÷「住基人口」×100

0.08 

0.47 

0.66 

-0.12 

0.23 

0.37 

0.14 
0.18 

0.04 

0.24 

0.88 

0.12 

0.26 

-0.90 

0.03 0.04 
-0.02 

0.02 0.00 
-0.03 

0.53 

-1.0

-0.8

-0.6

-0.4

-0.2

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

北海道 東北 北関東 東京圏 北信越 東海 近畿 中国 四国 九州 国外

ライトライン沿線内

ライトライン沿線外

（％）

転入数 転出数 社会増減

ライトライン
沿線内

1３，０７７ １１，１９７ 1，８８０
(＋２．９９%)

ライトライン
沿線外

５２，９０４ ５２，８７５ ２９
(＋０．０１%)

宇都宮市 ６5，９８１ ６4，０７２ １，９０９
(＋０．37%)

• 直近３年間の本市の社会動態については，ライトライン沿線内の社会増（転入超過数）の多さ
が市全体の社会増（転入超過数）を牽引している。

• 地域別に見ると，東京圏は，特にライトライン沿線外の転出超過率が高く，国外や北関東，東
北は，ライトライン沿線内の転入超過率が高くなっている。

効果の対象：社会全体・地域社会Ｃ ①
定住人口の維持・増加
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出典：国土交通省「地価公示」（百円未満四捨五入） ※各地点の平均を算出

145,500 

139,000 

160,000 

173,700 

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

160,000

170,000

180,000

H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

（円/㎡）

＋約９％

ライトライン沿線

市平均

▲約４％

68,000 

64,800 

90,100 

102,900 

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

（円/㎡）

＋約１４％

ライトライン沿線

市平均 ▲約５％

地価の変化

• ライトライン沿線の地価は，Ｈ２８頃以降，上昇基調が継続
• Ｈ２４との比較では，ライトライン沿線の地価は上昇に転じている一方で，市平均は同程度の
水準まで戻っていない状況

効果の対象：社会全体・地域社会Ｃ ②
地価の維持・上昇

地価（商業地）の推移 地価（住宅地の推移）
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各種受賞履歴

開業以降，数多くの賞を受賞するなど，様々な分野において評価をいただいて
いる。
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メディア露出による広告効果等【宇都宮市・芳賀町】

開業後１週間の新聞・ウェブ等の様々なメディア
露出数及び開業前後（令和５年度）の主なテレビ
番組露出数を広告価値に換算

約７０億円広告
効果

※ ライトライン関連の放送時間を換算

Ｒ５～７年度の視察実績（宇都宮市） ２０２６.２月末現在

行政機関
議会 １１０件

国・県・市町村 ２６０件

民間等

シンクタンク ２０件

団体 ４１１件

その他 ９１件

うち，国外からの視察 ３４件（５５か国）※２３６人

実績計 ８９２件

開業前後にテレビ，新聞，ＷＥＢなど，全国報道含め，数多くのメディアに掲載され，

本地域の大きなＰＲとなったほか，令和５年度から令和８年２月末までに，国内外から８
９２件（延べ１５，５１３名）の視察を受け入れた。
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国外からの視察

視察国一覧（順不同）

アジア
(２０か国)

インドネシア，タイ，マレーシア，フィリピン，

カンボジア，ラオス，ベトナム，韓国，

中国（台湾含む），東ティモール，イエメン，インド，バング

ラデシュ，ネパール，ヨルダン，スリランカ，

パキスタン，モンゴル，シンガポール，ミャンマー

ヨーロッパ
(７か国)

イギリス，デンマーク，ボスニアヘルツェゴヴィナ，
スロヴァキア，コソボ，アルバニア，セルビア

アフリカ
(１６か国)

ウガンダ，ケニア，エジプト，タンザニア，ルワンダ，

ナイジェリア，モロッコ，マダガスカル，モザンビーク，

チュニジア，コンゴ，ザンビア，セネガル，

コートジボワール，アルジェリア，エチオピア

南アメリカ
(４か国)

ブラジル，ペルー，エクアドル，コロンビア

北アメリカ
(５か国)

アメリカ，エルサルバドル，パナマ，ドミニカ共和国，カナダ

オセアニア
(１か国)

パプアニューギニア

写真 視察（車両基地）の様子

写真 視察（座学）の様子
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自転車駐車場
R2.4供用

プラウド宇都宮
（分譲マンション）

R4.6入居

宇都宮駅東口地区整備施設

宮みらいライトヒル
（交流広場）
R4.11供用

シンフォニー病院
（高度専門病院）

R3.12開業

複合施設棟①
（ウツノミヤテラス・
カンデオホテルズ・

立体駐車場）
R4.8開業

ライトキューブ
宇都宮

（交流拠点施設）
R4.11供用

複合施設棟②
（施設計画検討中）

３ 駅東側のライトラインを活用したまちづくり

⑶ 拠点化の促進（沿線軸の強化）

▮ 宇都宮駅東口周辺のまちづくり

ＪＲ宇都宮駅に直結し，最大2,000人収容可能な大ホールを備え，ＭＩＣＥ誘致に対応し

たコンベンション施設「ライトキューブ宇都宮」や，計6,000m²の広さを有する交流広場

「宮みらいライトヒル」からなる拠点施設を整備し，令和４年１１月に「まちびらき」

※ 地区整備事業を公募し，選定された民間事業者（うつのみやシンフォニー（代表企業：野村不動産
㈱））が，公共施設と商業施設，病院，ホテル，オフィス，分譲マンション等を一体で整備

ＭＩＣＥの誘致・開催を通じて事業者のビジネスチャンスを拡大することで，
「“稼ぐ”都市への飛躍」や「市内経済の底上げ」などの好循環を創出

面積：約2.6ha

29



出典：宇都宮市「建築確認申請件数」平成２４年度から令和５年度※６階建て以上の高層建築物を集計

▮ 駅東大通り沿線における民間開発の誘発（土地利用の高度化）

駅東大通り沿線の駐車場等の低未利用地に，中高層マンション等が相次いで建設され，
土地利用の高度化や沿線人口の増加に大きく寄与

図.駅東大通り周辺の
新規高層建築物

©Google 2022/11/8

３ 駅東側のライトラインを活用したまちづくり

⑶ 拠点化の促進（沿線軸の強化）
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31

３ 駅東側のライトラインを活用したまちづくり

⑶ 拠点化の促進（沿線軸の強化）

▮ 東部スポーツウェルネスライン
• 「スポーツを活用したまちづくり推進ビジョン」（令和６年１月）を策定
• ライトライン沿線については，スポーツ施設や大学，産業団地等が立地する高いポテ
ンシャルを有するため，「東部スポーツウェルネスライン」として打ち出し，スポーツ
と様々な分野を掛け合わせた研究や産業活動など産学官連携の取組を強化

ホンダヒート
2026-27

本拠地移転



✓ 全国大会が開催できるスケートパークをはじめ，３×３などのスポーツや様々なイベントに
対応できる屋根付きの多目的広場やゆとりある芝生広場などを整備

✓ さらに，地元の新鮮な食材を取り扱うお店や飲食店もオープン

▮ 東部総合公園（愛称：アークタウン宇都宮）の整備【面積：約３.６ｈａ】

平石停留場前の新たな賑わいを創出するため，新設公園として県内初の「Park－PFI」
を活用して整備し，２０２６年３月２８日に開園予定

３ 駅東側のライトラインを活用したまちづくり

⑶ 拠点化の促進（沿線軸の強化）
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離型フィルム設備
２０２４年１０月始動式

延床面積:約１万６千㎡

階数:６階 投資額:約２００億円

シリコンウェーハ製造装置
２０２４年８月披露式典

延床面積:約１万５千㎡
投資額:非公表

半導体製造装置
２０２５年８月開所式

延床面積:約６万８千㎡

階数:２階 投資額:約５００億円

バイオ原薬製造棟
２０２６年５月竣工予定

 延床面積:約１万㎡

 階数:４階 投資額:３７４億円

 注射剤棟
２０２５年１１月竣工予定

 延床面積:約８千㎡

 階数:３階 投資額:１９０億円

Ｒ＆Ｄセンター 実験研究棟
 ２０２５年春稼働予定

 延床面積:約９千㎡ 投資額:非公表

▮ 清原工業団地における産業拠点の強化

開業前後に，１，２００＋α億円を超える投資額の工場の新増設が行われている。

３ 駅東側のライトラインを活用したまちづくり

⑶ 拠点化の促進（沿線軸の強化）

出典：各社ＨＰより

33



１ 宇都宮市の概要

２ 宇都宮市が目指すまちづくり

３ 駅東側のライトラインを活用したまちづくり

⑴ 駅東側のライトライン事業

⑵ 開業後の状況及び整備効果

⑶ 拠点化の促進（沿線軸の強化）

４ ライトラインの駅西側延伸計画

目次



① ＪＲ宇都宮駅西側の大通りについて

• 沿線にはオフィス，商業施設，官公庁等が集積する県都のメインストリート
• ＪＲ宇都宮駅を中心に放射状にバス網が形成されているため，大通りにバス路線が集中
し，1日当たり２，３００本程度のバスが運行
• ふるさと宮まつりやジャパンカップクリテリウムなど，本市を代表するイベントが開催

• ＪＲ宇都宮駅から池上町（東武宇都宮駅前）までの区間は，1950年4月から戦災復興事
業の一環で1950年4月から拡幅工事（18m⇒30m）が実施され，1958年11月に完成

• 池上町から桜通り十文字までの区間は，1970年代の急激な都市化の進展により交通量が
増大したため，県が1980年度から拡幅工事を実施し，2001年度に完了

• 2004年度から，桜通り十文字以西を工区分けしながら拡幅工事を順次実施

歴史

写真．ＪＲ宇都宮駅西口駅前広場

写真．大通り（ＪＲ宇都宮駅から中心市街地方面）

４ ライトラインの駅西側延伸計画
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【凡例】

 交通結節点

都心部への過度な自動車
流入抑制を図るため，端部

停留場付近にパーク＆ラ
イド駐車場の設置を検討

大通りのバス路線を３割程度削減し，

そのリソースを活用して，支線バスや循
環バスに振り分けることで，市内全域
の公共交通ネットワークの充実を図る。

② 駅西側のライトラインを基軸とした交通ネットワークのイメージ

公共交通と自動車交通が共存する誰もが快適に移動できる総合的な交通ネットワークを実現
するため，ライトラインを基軸とし，鉄道やバス，自動車，自転車等の多様な交通手段を最
適に組み合わせた交通ネットワークの構築を進めている。

図．ＪＲ宇都宮駅西側の交通ネットワークのイメージ

都心環状線
全線開通予定

令和８年

36

駅西口駅前広場を再編

４ ライトラインの駅西側延伸計画



最後に

本市におきましては，
今後，ＬＲＴを最大限に活用し，
全国の地方都市のモデルとなるよう，
５０年先，１００年先も
持続的に発展するまちづくりに
全力で取り組んでまいります。

（ＬＲＴ開業式典における
宇都宮市佐藤栄一市長挨拶より）

https://u-movenext.net/archive/#pamphlet

詳しくは，
「芳賀・宇都宮ＬＲＴ事業概要パンフレット」
を是非ご覧下さい。
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ご清聴ありがとうございました。
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